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第
三
節
山
田
基
学
長
の
欧
米
旅
行
　
大
正
十
二
年
四
月
一
目
、
長
崎
医
科
大
学
の
設
立
が
あ
っ
て
以
来
、
次
々
と
大
学
と
し
て
整
備
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
年
）
二
月
二
十
一
日
に
は
学
長
山
田
基
の
欧
米
各
国
に
お
け
る
医
科
教
育
制
度
及
び
設
備
状
況
そ
の
他
病
院
の
施
設
等
の
視
察
旅
行
を
命
ぜ
ら
れ
、
長
崎
医
科
大
学
の
発
展
の
た
め
に
準
備
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
以
後
、
大
正
十
三
年
の
大
学
の
略
史
を
示
す
こ
と
に
し
よ
う
。
　
大
正
十
三
年
四
月
一
日
、
教
授
林
郁
彦
は
願
に
依
り
学
生
監
を
免
ぜ
ら
れ
、
同
日
、
教
授
富
田
雅
次
は
後
任
学
生
監
に
補
せ
ら
れ
た
。
同
月
二
十
一
日
、
勅
令
第
九
十
四
条
を
以
て
、
官
立
医
科
大
学
官
制
第
十
九
条
中
「
新
潟
医
科
大
学
及
び
岡
山
医
科
大
学
に
附
属
医
学
専
門
部
を
置
き
」
を
削
除
さ
れ
た
。
　
五
月
二
十
日
、
山
田
学
長
の
海
外
出
張
中
、
教
授
国
友
鼎
は
学
長
事
務
代
理
並
び
に
附
属
医
学
専
門
部
主
事
事
務
代
理
を
命
ぜ
ら
れ
、
山
田
学
長
は
同
月
二
十
七
日
、
門
司
港
よ
り
欧
米
へ
出
発
し
　
　
　
第
九
章
　
長
崎
医
科
大
学
た
。
同
月
二
十
八
日
、
勅
令
第
百
三
十
四
号
を
以
て
、
官
立
医
科
大
学
官
制
中
、
医
科
大
学
職
員
定
員
表
が
改
正
さ
れ
た
。
　
六
月
九
日
、
本
学
々
則
第
三
章
第
十
二
条
但
書
を
改
正
し
た
。
翌
十
日
、
地
方
学
校
衛
生
職
員
制
が
定
め
ら
れ
、
各
府
県
に
一
名
の
学
校
衛
生
技
師
が
置
か
れ
た
。
　
九
月
、
薬
物
学
教
室
及
び
附
属
医
院
産
婦
人
科
手
術
室
、
外
科
手
術
室
の
増
改
築
が
竣
工
し
た
。
　
十
月
二
十
九
日
、
本
学
々
則
第
二
章
第
六
条
を
改
正
し
た
。
　
十
一
月
、
生
理
学
教
室
改
築
及
び
衛
生
学
教
室
の
増
築
が
竣
工
し
た
。
　
十
二
月
二
十
日
、
税
関
官
制
に
よ
っ
て
検
疫
所
は
大
蔵
省
の
管
轄
た
る
税
関
の
所
管
と
な
っ
た
が
、
叉
、
こ
の
月
、
衛
生
局
の
改
組
が
あ
り
、
予
防
防
疫
及
び
医
務
の
四
課
と
な
っ
た
。
こ
の
頃
は
ま
だ
外
国
船
の
入
港
に
よ
っ
て
、
コ
レ
ラ
・
ペ
ス
ト
等
の
流
行
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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第
三
節
　
山
田
基
学
長
の
欧
米
旅
行
　
な
お
、
物
理
的
療
法
科
の
担
任
助
教
授
と
し
て
、
海
軍
軍
医
少
佐
浜
田
三
郎
が
赴
任
し
た
の
も
こ
の
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
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